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1. はじめに 

現在, 南山大学人類学博物館ではメタデータがない 4

万点以上ものアンデス民族学画像が存在しており, 画像管

理が非常に困難である. メタデータの無い画像を管理する

には画像特徴量を抽出する必要である. そこで本研究では

アンデス民族学画像に適した特徴量抽出方法を提案する.  

2. 画像特徴量抽出方法の動向 

2.1. 色の特徴 

色はカラーヒストグラムが主に用いられる. RGB（Red, 

Green, Blue）の尺度で表現されたヒストグラムの重なりによ

ってヒストグラム間の距離を求める. 距離が近いほど, その

2 つの画像は色の尺度において類似していると言える.  

2.2. テクスチャ 

テクスチャの抽出は, 主に全体画検索に用いられる. 雲,

森, 髪の毛, 織物の模様など, 物体表層に見られる同種

の特性をもつ視覚的パターンを扱うテクスチャは, 画像に

明確な模様がないと認識しづらい.  

2.3. エッジ検出 

エッジ情報は, 明るさの変化によってエッジの高さの値

が変化してもエッジ処理による値は大きく変化しない. すな

わちエッジ情報は明るさの変化にほぼ不変な特徴量である.  

画像中の領域の境界では, 画素の明度値の変化が大きい

ため, 画素値の変化に対して微分演算等を行えばエッジの

検出を行うことができる.  

2.4. 特徴量抽出が行われている画像検索システム 

現在様々な特徴量抽出が行われている画像検索システ

ムが存在する. ここでは特徴抽出の先行研究として, QBIC,  

VisualSEEK, WebSEEK, Gazopa の 4 つの画像検索システ

ムについて, どのような画像の特徴量抽出方法が行われて

いるか比較を行う. 比較は検索速度, どんな特徴量を用い

ているかで色, テクスチャ, 形状, そして方法の 5 項目で行

った. 表 1 でその結果を示す.  

表 1 からわかるように色とエッジの抽出に関してはどの

システムでも行われている. 検索速度に関しては, 新しい

システムほど速くなっていることが分かる. 方法に関しては, 

Canny法とWavelet変換によって分析しているシステムが多

いことが分かる.  

表 1 画像検索システムの比較 

 QBIC VisualSEEK WebSEEK Gazopa

速さ 遅い 遅い 遅い 速い 

色 ○ × ○ ○ 

模様 ○ × × ○ 

エッジ ○ ○ ○ ○ 

手法 Wavelet Wavelet Canny Canny 

 

3. アンデス画像に用いる特徴量抽出方法 

3.1. アンデス民族学画像の特徴 

アンデス民族学画像にはモノクロ画像を含む点や自然

の風景画像が多い点に注目すると, 本研究では 2 章で述

べた特徴よりエッジを用いて特徴量抽出を行うことにした.  

3.2. エッジ検出の手法 

エッジの抽出方法としては, 一般的に Wavelet 変換[1],  

Canny 法, Sobel 法, Laplacian[2] といった方法が用いられ

ている. 図1はエッジ抽出の流れを表している. そこで本研

究ではどの手法がアンデス民族画像に適しているか判断

する為に 4 つの方法でエッジ検出を行うことにする. Canny

法, Sobel 法, Laplasian においては OpenCV を使って行うこ

とにした. OpenCV とは Open Computer Vision の略で 2006

年, Intel 社が開発した画像処理コンピュータビジョン用ライ

ブラリである.  

 

図 1 エッジ抽出の流れ 

4. エッジ検出の実装 

4.1. OpenCV の動作環境 

現在の最新のOpenCVのバーションはOpenCV 2.0である．

本研究では以下の動作環境を用意した.  

 ・ PC ： HP ProLiant ML110 

 ・ CPU : インテルPentiumプロセッサー 



 

 ・ メモリ ： 512 MB 

 ・ OS ： Ubuntu 8.04 

OpenCVのインストールはソースをOpenCV公式サイト

http://sourceforge.net/projects/opencvlibrary/ からダウンロー

ドして図2 の手順でインストールを行う.  

まずダウンロードしたファイルを適当なディレクトリに移

動し, 展開する. つづいて configure スクリプトを実行し, 

make でコンパイルを行う. 最後に install を行い, インストー

ル完了となる.  

 

図2 OpenCVのインストール 

4.2. Sobel, Canny, Laplacian, Wavelet のエッジ抽出 

OpenCV の中には Sobel 法や Canny 法や Laplacian の関

数が存在し, これらはサイトにあるサンプルプログラムの中

の edge をコンパイルすることで使用することができる. 本研

究ではエッジ強調することができる大津の関数も使用でき

るようにサンプルプログラムに関数 cvThreshold()を加えて

用いている. 図 3 は実装してそれぞれの方法でエッジ抽出

をした結果である.  

 

図 3 Sobel, Canny, Laplacian のエッジ抽出結果 

Wavelet 変換に関しては, フリーの Wevelet 変換用ソフト

である YIMG を用いた.  

http://homepage2.nifty.com/galaxystar/yimg.htm/ に ア ク

セスし, ファイルを保存する. 次に適当なフォルダーを作成

し, そこにファイルを解凍し, yimg.exe を実行するだけで非

常に簡単にインストールができる.  

5. エッジ抽出画像の比較評価 

5.1. 比較評価 

評価比較は, マッチング[3]により類似度を算出した結果

を比較して行う. 本研究では信頼性が高いことから

OpenCV のマッチング関数 cvMatchShapes()を用いた.  

評価比較は, まずどれか画像を選択する. この選択した

画像を画像Aとする. 次に画像Aとアンデス民族学画像72

枚に対してマッチングを行い, 類似度を算出する. これを

Sobel 法, Canny 法, Laplacian, Wavelet 変換の 4 つの手法

でエッジ抽出した画像でそれぞれ行う. 類似度の値は 0 に

近いほど類似性が高いことを示している.  

表 2 には一部の画像の類似度算出の結果を示した. 画

像 A に類似している画像を, 画像 B, C とし, 類似していな

い画像を画像 D, E とする.  

表 2 類似度算出の結果 

 画像 B 画像 C 画像 D 画像Ｅ 

Sobel 0.0343 0.0432 0.1567 0.0847 

Canny 0.0234 0.0265 0.0245 0.0246 

Laplacian 0.0401 0.0532 0.0556 0.0588 

Wavelet 0.0261 0.0452 0.0517 0.6235 

 

5.2. 評価比較 

表2の類似度を算出した結果より, Sobel法に関しては類

似した画像では 0 に近い値が算出され, 類似していない画

像では, 0.08 から 0.1 の値が算出され, 類似した画像と類似

していない画像の区別が出た算出結果となり, エッジ検出

が上手く出来ていることが分かる. Cannｙ法とLaplacianに関

しては, 類似している画像と類似していない画像の類似度

の値の変化が小さく, しっかりとエッジが検出されていない

ことが分かる. Wavelet 変換に関しては, 類似した画像では

0 に近い値が算出され, 類似していない画像では, 0.4 から

0.7 の値が算出され, 類似した画像と類似していない画像

の区別が出た算出結果となり, 両方の値の差も大きくなっ

ているのでしっかりとエッジが検出されることが分かる. した

がってアンデス民族学画像に適した特徴量抽出方法は

Sobel 法と Wavelet 変換を用いたエッジ抽出である.  

6. まとめ 

本研究では, アンデス民族学画像に適した画像特徴量

抽出方法は Sobel 法と Wavelet 変換を用いたエッジ抽出で

あると提案した. したがってこの提案した方法を用いて特徴

量を抽出することで正確な類似検索ができ, 南山大学人類

学博物館の中にある 4 万点以上のメタデータのないアン

デス民族学画像を管理することが可能になると予想される.  
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